
東京医科歯科大学・東京医科歯科大学病院・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０２

若手研究

2023～2018

ICU における栄養療法と ICUAW の関連についての前向き観察研究

Association between nutrition and ICU - acquired weakness : a prospective cohort
 study.

４０５９４６３５研究者番号：

増田　孝広（Masuda, Takahiro）

研究期間：

１８Ｋ１６４３９

年 月 日現在  ６   ６ １７

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：重症症例に対する栄養療法は、長期的予後にもたらす影響が大きいと推察されるが、
その効果を評価するのは困難であった。本研究はその効果の評価方法を新規に開発するべく計画されたが、呼気
を用いる研究が新型コロナウイルス感染症の流行に伴い遂行困難となったため、実施困難な状況となった。栄養
療法の研究自体が遂行困難となったため、気道確保についての研究を単年にて遂行し、発表を行った。

研究成果の概要（英文）：Nutrition therapy is regarded as an important role in longitudinal outcome 
of critically ill patients, but the effect of nutrition therapy on clinical outcome is unknown. This
 study is conducted to reveal the association between them, but the study is faced to the difficulty
 in the pandemic of Corona Virus Infectious Disease 2019 (CoVID-19), because exhaled gas, which is 
needed in this study becomes not available.
In this difficulty, I decided to change the plan of study, and I conducted the retrospective 
observational cohort study, which revealed the association between airway management techniques and 
peri-intubation complications.

研究分野：集中治療医学

キーワード： 集中治療医学　気道確保　栄養療法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
結果的にこの研究では当初計画していた栄養療法の研究を遂行することはできなかったが、代替として実施した
気道確保の研究で、意識下挿管が気管挿管に伴って発生する重篤な合併症を大幅に予防しうることを見出すこと
ができた。重症症例における気道確保は、栄養療法と同じ程度に重要な研究課題であることから、本研究をきっ
かけとして、軌道確保、特に意識下挿管が重症症例にもたらす影響について、今後研究を発展させる方針であ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
集中治療を必要とした重症症例がその後長期にわたって運動機能や社会機能
の障害を残す ICU acquired weakness（ICUAW）をいかに予防し、機能回復
を図るかが、今日の重要な課題となっている。従来、ICUAW は炎症反応に基づ
く異化の亢進が主要な病態と考えられ、需要に応える積極的な栄養介入を早期
から行うことが有用ではないかと考えられてきた。しかし、これまでに行われて
きた臨床研究や臨床試験においては、それが必ずしも有利でないことが示唆さ
れており、重症症例の栄養療法をどのように行うべきか、明らかでない点が数多
く存在する。 
 
 
２．研究の目的 
重症症例では急性期に異化の亢進が認められ、急性期治療の成果により亜急
性期ないし慢性期に移行すると、ある時点でエネルギーバランスや窒素バラン
スの改善が期待される。どの時点で異化の更新が終了するのか、そのタイミング
についてこれまで臨床的な指標が見出されておらず、それが栄養介入を困難な
ものにしている。本研究では、集中治療率におけるエネルギーバランスを測定す
るために新規に間接熱量計を導入し、重症症例の異化がどのように変化するの
かを追跡する、前向きコホート研究を実施する。本研究の成果をもとに、効果的
に栄養摂取を進められるような介入プログラムの開発と、その介入プログラム
による介入研究に展開することが期待される。 
本研究は、重症症例において ICUAW を予防、また治療できる栄養介入のタ
イミングや方法について検討することを目的とし、生存症例の ADL（日常生活
動作） や運動機能などを主要評価項目とし、長期的にフォローアップを行い、
重症症例における栄養療法の長期的予後を、ICUAW 研究の文脈の中で検討す
ることを計画した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、短期的な指標を評価することに加えて、ADL（日常生活動作） や
運動機能などを主要評価項目とし、1 年間の長期的フォローアップを行い、栄
養療法の長期的予後を、ICUAW 研究の文脈の中で再検討することを計画した。 
間接熱量計の長期貸与を受け、早期に前向き観察研究を開始すること計画で
あったが、研究に供する間接熱量計が高額となり、予算が補充できず間接熱量計
を確保することができなかった。このため、エネルギーバランスを測定すること
ができず、当初行う計画であった方法は実行が難しくなった。その後、間接熱量
計を用いず、ICU に配置されているモニター装置にガスモジュールを設置する
ことで、酸素消費量が計測できることが判明したため、当初の計画から変更し、
間接熱量計ではなくガスモジュールを用いたモニタリングで研究を遂行可能と
判断し、ガスモジュールを導入する方針とした。 
令和 2 年に、新型コロナウイルス感染症の世界的流行が発生し、施設におい
て、呼気ガスを用いた研究は、新型コロナウイルス感染のリスクの観点から禁止
されることとなった。これにより、前年度に計画していたガスモジュールは呼気
の採取が不可欠であることから、ガスモジュールを用いた研究そのものが不可
能となった。新型コロナウイルス感染症のパンデミックが長期化し、重症症例に
対する診療は３年にわたって断続的にことから、当初計画していた栄養療法の
遂行は不可能な状態となった。なお、新型コロナウイルス感染症に対する早期の
影響介入と、その転帰との関連については、観察研究として日本静脈経腸栄養学
会において講演として発表した。この間、研究そのものが遂行不可能な状況であ
ったことから、合計で３回、研究期間の延長を行なった。 
 
 
４．研究成果 
 令和 5 年になり、栄養療法の研究は当初の形式で遂行できないことが明らか
であったため、研究課題の大幅な修正を行い、新型コロナウイルス感染症におい
ても大きな問題となった気道確保についての後方視的コホート研究を実施した。
この際に、当初統計解析のために導入したコンピュータや、統計解析ソフトが大
いに活用され、重症症例に対する気道確保において、全身麻酔薬を用いない意識
下挿管が、気管挿管に続発する重篤な合併症を予防しうることを複数の解析結



果により示すことができた。この解析結果について、令和 6 年度において学術
論文として発表予定である。 
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